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すばやい塗抹標本の染色
（細胞診の工夫）

　腫瘤物を見つけた時、早期に細胞診（細針バイオプ
シー）をして、嚢胞、膿瘍、炎症、良性腫瘍、悪性腫瘍
などの鑑別の目安をつけることは大切です。塗抹標本の
染色も工夫して、少しでも簡便化すれば、ルーチン検査
として利用しやすくなります。

【使用する染色の道具】
• ヘマカラー：染色性はギムザ染色などより劣ると言われ
ていますが、使いやすさで利用しています。
•50mL の透明広口瓶：ヘマカラーの 3 液を半分まで入れ
ます。カバーグラス（22mm× 22mm）の染色では十分
に浸かる量です。
• 離すとつかむ逆作用ピンセット：染色液への落下を防ぎます。

※前号でカバーグラスの擦り合わせ引き離し法をお伝えし
ましたが、この方法では 2 枚の標本を作れますので、一
枚を予備とすることができます。また血液の塗抹では、引
き離すタイミングにコツが必要ですが、白血球の片寄りが
起きにくいことが特徴です。また血液の塗抹標本には、ヘ
パリンは染色性と形態において劣ると言われていますが、
採血後すぐ作成することで、問題なく行っています。

【すばやい標本の封入】
　標本はスライドグラスとカバーグラスの間に封入剤を入
れることで鮮明に観察できます。
• 封入剤ビオライトは、30 〜 50mL ほどのガラス瓶に入
れます。溶剤としてのキシレンにより金属のフタについて
いるゴムなどのパッキングは溶けていくので、ボリプロピ
レンやポリエチレンのパッキングをつけます。
• 封入剤にはキシレンを入れて、適度に粘度を下げます。
• 瓶の内腔の高さφ4mmのア
ルミ棒を入れておき、封入剤
は瓶の半分位に入れておくと、
アルミ棒についた封入剤が封
入時の適量になります（図 3）。
スライドグラスに 1滴たらして、
カバーグラス面の標本面でか
ぶせれば、封入標本のできあ
がりです。キシレン臭もほとん
ど発生しません。

（図1）
• ヘマカラーの洗浄用緩衝液は使わずに、水道水にて洗
浄します。あまり染色性に問題はなく、緩衝液の成分が
残ることはありません。
•カメラ用のゴム球ブロアー
（図 2）で乾燥させます。
空気で水滴を吹き飛ばす
ため、水の中に溶けている
不純物は残らず標本は室温
で速やかに乾燥します。ド
ライヤーは必要なくなり、早く鏡検することができます。

図 3. キシレンで希釈した封入
剤とアルミ棒

図 1. ヘマカラーの 3 液と逆作用ピンセット

図 2. カメラ用のゴム球ブロアー

※血球計算盤による測定法：自動血球計算器のメンテナ
ンスが不要で、機器のスペースがいらないため、昔ながら
の方法で行っています。ヘパリン採血後、すぐ希釈して、
放置による不具合を防いでいます。血液はドライケム用ピ
ペット（10μl）で吸引します。赤血球数測定には生理食
塩液 5mLで希釈し、血球計算盤にて測定が可能です

が、通常はヘマトクリット値で判断しています。白血球数
と血小板数は、1％シュウ酸アンモニウム1mL に入れて混
和（100 倍希釈）、10 分後に溶血していますので、やはり
血球計算盤でカウントします。ヘパリン採血では、血小板
は凝集しやすいので、採決後の速やかな希釈がポイント
です。位相差顕微鏡を利用すると細胞が見やすくなります。
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